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自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 は こ の ま ま で よ い の か
－ 裁 判 所 の 自 賠 責 支 払 基 準 非 拘 束 性 を 前 提 と す る 提 言 一
日 野 一 成
■ ア ブ ス ト ラ ク ト
自 動 車 損 害 賠 償 保 障 法 （ 自 賠 法 ） 1 6 条 1 項 に 基 づ き 、 被 害 者 が 保 険 会 社 に
対 し 損 害 賠 償 額 の 支 払 を 求 め る 訴 訟 に お い て 、 裁 判 所 は 、 最 判 平 成 1 8 年 3 月
3 0 日 民 集 6 0 巻 3 号 1 2 4 2 頁 を 依 拠 し て 、 自 賠 責 支 払 基 準 の 「 重 過 失 減 額 規 定 」
に 拘 束 さ れ ず に 、 被 害 者 の 過 失 割 合 を そ の ま ま 過 失 相 殺 率 と し て 適 用 し 損 害
賠 償 額 の 算 定 を 行 っ て い る 。 訴 外 に お い て 、 た と え ば 自 動 車 相 互 間 事 故 の 死
亡 被 害 者 の ケ ー ス で は 、 通 常 、 相 手 加 入 の 自 賠 責 か ら か 自 身 が 被 保 険 者 と な
る 自 損 事 故 保 険 （ 人 身 傷 害 保 険 の 付 帯 以 外 ） の い ず れ か か ら 1 5 0 0 万 円 の 支 払
い を 受 け ら れ る 。 し か し 、 訴 訟 に な る と 、 裁 判 所 が 上 述 の 算 定 を 行 う こ と か
ら 、 自 賠 責 で は 、 1 5 0 0 万 円 を 大 き く 下 回 る 賠 償 額 の 支 払 が 行 わ れ る 可 能 性 が
高 い 。 人 身 傷 害 保 険 の 普 及 に 伴 い 、 自 損 事 故 保 険 の 付 帯 率 が 縮 小 し て お り 、
現 状 、 自 損 事 故 保 険 を 巡 る 問 題 に つ い て 、 注 目 度 が 低 く な っ て い る 。 し か し 、
本 稿 で は 、 改 め て 、 裁 判 所 の 支 払 基 準 非 拘 束 性 判 断 の 結 果 生 じ て い る 「 被 害
者 保 護 」 に 倖 る 問 題 を 指 摘 し 、 そ の 解 決 策 の 一 つ と し て 、 自 賠 責 制 度 を 補 完
す る 目 的 で 創 設 さ れ た 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 の 緩 和 の 提 言 を 行 う も の で あ
る 。
■ キ ー ワ ー ド
自 損 事 故 保 険 、 被 害 者 保 護 、 自 賠 責 支 払 基 準
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1 ． は じ め に （ 問 題 の 所 在 ）
自 賠 法 1 6 条 1 項 に 基 づ い て 被 害 者 が 保 険 会 社 ' を 相 手 と す る 、 損 害 賠 償 額
の 支 払 請 求 訴 訟 に お い て 、 最 判 平 成 1 8 年 3 月 3 0 日 民 集 6 0 巻 3 号 1 2 4 2 頁 （ 以 下 、
｢ 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 」 と い う ） が 、「 裁 判 所 は 支 払 基 準 に よ る こ と な く 損 害
賠 償 額 を 算 定 し て 支 払 を 命 じ る こ と が で き る 」 と 判 示 し た こ と で 、 下 級 審 で
は 、 当 然 の よ う に 支 払 基 準 2 に よ ら ず 、 支 払 基 準 に よ る 損 害 賠 償 額 の 認 定 を 下
回 る 判 決 （ 以 下 、 「 下 回 り 判 決 」 と い う ） が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 3 o
こ の 支 払 基 準 は 、 平 成 1 3 年 の 自 賠 法 改 正 （ 平 成 1 4 年 4 月 施 行 ） に よ り 、 同
法 1 6 条 の 3 と し て 創 設 さ れ 、 保 険 会 社 は 、 支 払 基 準 の 遵 守 義 務 を 負 っ て い
る 4 ．
1 本 稿 で 表 記 す る 「 保 険 会 社 」 は 、 自 賠 責 保 険 ・ 共 済 の 扱 い 保 険 会 社 及 び 共 済 組 合 を 指
し て お り 、 任 意 自 動 車 保 険 ・ 共 済 の 扱 い 保 険 会 社 及 び 共 済 組 合 は 、 「 任 意 保 険 会 社 」 や
「 任 意 共 済 組 合 」 と 表 記 し て い る 。
2 本 稿 で は 、 自 賠 法 1 6 条 の 3 第 1 項 の 支 払 基 準 を 単 に 、「 支 払 韮 準 」 と 表 記 し て い る 。
3 拙 稿 「 何 故 、 裁 判 所 は 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ な い の か － 自 賠 責 支 払 基 準 下 回 り 判 決 問 題
に 対 す る 一 考 察 一 」 （ 損 害 保 険 研 究 第 7 5 巻 第 1 号 ) 8 1 頁 参 照 。 当 問 題 は 、 左 記 拙 稿 に て
裁 判 所 の 下 回 り 判 決 の 不 合 理 性 に つ い て 考 察 し て い る が 、 本 稿 で は 、 裁 判 所 の 支 払 基
準 非 拘 束 性 の 判 断 か ら 、 結 果 と し て 自 賠 責 の 基 本 補 償 が 損 な わ れ て お り 、 被 害 者 保 護
の 観 点 か ら 、 自 賠 資 制 度 を 補 完 す る 自 損 事 故 保 険 の 問 題 と し て 再 考 を 試 み る も の で あ
る 。
4 こ の 支 払 基 堆 は 、 「 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保 険 の 保 険 金 等 及 び 自 動 車 損 悪 賠 償 黄 任 共 済 の
共 済 金 等 の 支 払 基 準 」 と し て 、 平 成 1 3 年 1 2 月 2 1 日 金 融 庁 ・ 国 土 交 通 省 告 示 第 1 号 と し
て 公 示 さ れ て い る 。 政 令 は 、 憲 法 7 3 条 6 号 に 基 づ き 、 内 閣 が 制 定 し 、 内 | 別 決 定 を 経 て
成 立 し 、 天 皇 に よ っ て 公 布 さ れ る （ 憲 法 7 条 1 号 ） が 、 告 示 は 、 行 政 機 関 が そ の 決 定
し た 事 項 そ の 他 一 定 事 項 を 公 式 に 一 般 に 知 ら せ る こ と （ 公 示 ） で あ る （ 南 博 方 「 行 政 法 」
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と こ ろ が 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 の 事 案 は 、 訴 外 で 、 被 害 者 遺 族 が 、 自 賠 法
1 6 条 1 項 に 基 づ き 、 保 険 会 社 に 直 接 請 求 し 、 支 払 基 準 に よ る 損 害 賠 償 額 の 支
払 が 既 に 行 わ れ て い た 。 こ れ に 満 足 し な い 被 害 者 遺 族 が 改 め て 同 条 項 に 基 づ
き 、 保 険 会 社 を 相 手 取 り 保 険 金 額 の 残 余 の 支 払 を 求 め る 訴 訟 を 提 起 し た 。 そ
こ で 、 1 審 お よ び 原 審 が 死 亡 保 険 金 額 の 残 余 の 一 部 、 3 2 0 万 2 8 0 9 円 の 追 加 支
払 を 命 じ 、 最 高 裁 に お い て も こ れ を 是 認 し 、 支 払 基 準 を 上 回 る 認 定 を 行 っ た
も の で あ る 。
そ こ で 、 こ の 問 題 に 対 し 、 最 高 裁 が 下 回 り 判 決 を 実 際 に 是 認 す る 判 決 を 行
う の か 、 明 確 な 判 断 が 待 た れ て い た が 5 ， 最 判 平 成 2 4 年 1 0 月 l l 日 裁 判 所 時 報
1 5 6 5 号 1 頁 （ 以 下 、「 最 高 裁 平 成 2 4 年 判 決 ｣ ） が 、 そ の 判 断 を 示 し た と 考 え ら
（ 有 斐 閣 、 2 0 0 6 年 )1 0 2 頁 参 照 ) 。 告 示 そ れ 自 体 は 、 行 政 規 則 で あ り 、 一 般 国 民 に 対 し て
法 的 拘 束 力 を も た な い が 、 告 示 を も っ て 処 分 の 要 件 を 定 め 、 ま た は 告 示 と 法 令 と が 結
び つ い た 結 果 と し て 、 法 令 の 内 容 を 補 充 す る 法 規 的 性 質 を 持 つ こ と が 多 い と さ れ る
（ 南 ・ 同 1 0 3 頁 参 照 ) 、 こ の よ う な 場 合 に 、 そ の 限 り で 立 法 行 為 と し て の 性 質 を も つ も の
と さ れ る （ 藤 田 宙 靖 「 第 4 版 行 政 法 I ( 総 論 ) [ 改 訂 版 ] j( 2 0 0 5 年 、 青 林 書 院 ) 2 8 6 頁
参 照 ) 。 つ ま り 、 委 任 命 令 は 形 式 と し て は 政 令 等 の 形 式 に よ る こ と が 多 い が 、 法 律 に よ
る 委 任 は 場 合 に よ っ て は 、 「 ・ ・ ・ に つ い て は 、 ○ ○ 大 臣 の 定 め る と こ ろ に よ る 」 等 の
書 き 方 で 委 任 さ れ る こ と も あ り 、 告 示 の 形 式 に よ る こ と も で き る （ 小 早 川 光 郎 「 行 政
法 上 」 ( 1 9 9 9 年 、 弘 文 堂 )1 1 0 頁 参 照 ） と さ れ る 。 し た が っ て 、 支 払 埜 準 は 自 賠 法 1 6 条
の 3 第 1 項 に お い て 、 「 国 土 交 通 大 臣 及 び 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 」 旨 の 規 定 が あ る こ と
か ら 、 実 際 に は そ の 規 定 を う け て 、 そ の 内 容 を 補 充 す る た め の 国 土 交 通 省 及 び 金 融 庁
（ 自 賠 法 8 4 条 で 内 閣 総 理 大 臣 は 、 権 限 （ 政 令 で 定 め る も の を 除 く ） を 金 融 庁 長 官 に 委 任
し て い る ） の 告 示 と い う 形 式 を 用 い て い る が 、 立 法 行 為 と し て の 性 質 を も つ も の と 考
え ら れ る 。
5 「 支 払 韮 準 が 裁 判 所 を 拘 束 す る か 否 か 」 に つ い て は 、 学 説 上 の 争 い が あ り 、 基 本 的 に 3
つ の 立 場 が あ る よ う に 思 わ れ る 。 す な わ ち 、 ( 1 ) 「 支 払 基 準 は 裁 判 所 を 拘 束 す る と の 説 」
（ 佐 野 誠 「 自 賠 法 の 改 正 と 自 賠 資 保 険 の 変 容 」 （ 損 害 保 険 研 究 6 4 巻 4 号 )1 3 1 頁 、 伊 藤 文
夫 「 自 動 車 扱 害 償 保 障 法 等 の 改 正 に つ い て 」 （ 賠 償 科 学 2 8 号 ) 8 1 頁 参 照 ） お よ び ( 2 ) 「 支
払 基 準 は 裁 判 所 を 拘 束 し な い と の 説 」 （ 西 嶋 梅 治 「 平 成 l 4 年 の 自 賠 責 制 度 の 改 正 と そ の
評 価 」 （ 自 動 車 保 険 研 究 7 号 ） 4 頁 ､ 藤 村 和 夫 ・ 山 野 喜 朗 『 [ 新 版 ］ 概 説 交 通 事 故 賠 償 法 」
（ 日 本 評 論 社 、 2 M 4 年 )2 4 7 頁 、 八 島 宏 平 「 自 動 車 損 害 賠 償 保 障 法 改 正 の 概 要 に つ い て 」
（ 自 動 車 保 険 研 究 6 号 ) 1 1 6 頁 参 照 ) 、( 3 ) 「 支 払 基 準 は 、 下 限 は 裁 判 所 を 拘 束 す る が 、 上
限 は 拘 束 し な い と の 説 」 （ 若 井 英 樹 「 平 成 1 2 ･ 1 3 年 の 交 通 事 故 判 例 の 概 要 」（ イ ン シ ュ ア
ラ ン ス 〔 扱 保 版 〕 3 9 9 8 号 ）4 頁 参 照 ） で あ り 、 ( 2 ) が 通 説 と な っ て い る 。
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れ て い る 。 し か し 、 こ れ は 、 自 賠 法 1 5 条 に 基 づ く 、 任 意 共 済 組 合 に よ る 保 険
会 社 に 対 す る 自 賠 責 保 険 金 請 求 訴 訟 で あ っ た 。
す な わ ち 、 最 高 裁 は 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 を 引 用 し 、 「 原 審 は 、 A の 損 害
額 を 7 5 0 0 万 円 、 A の 過 失 割 合 を 8 割 と し な が ら 、 こ れ ら を 前 提 と し た 過 失 相
殺 を せ ず 、 上 記 支 払 基 準 に よ れ ば 上 告 人 が 2 1 0 0 万 円 の 保 険 金 を 支 払 う 義 務 が
あ る と 判 断 し て 、 被 上 告 人 の 請 求 を 一 部 認 容 し た の で あ り 、 こ の 判 断 に は 、
判 決 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か な 法 令 の 違 反 が あ る 」 と 判 示 し た 。
支 払 基 準 で は 、 死 亡 事 案 で の 被 害 者 の 過 失 割 合 が 8 割 の 場 合 、 重 過 失 減 額
割 合 と し て 「 3 割 減 額 」 が 適 用 さ れ る こ と か ら 、 損 害 額 を 保 険 金 額 の 3 0 0 0 万
円 と 看 倣 し て 、 7 割 の 認 容 と し て 2 1 0 0 万 円 の 認 定 を 行 う の が 正 し い 6 ． と こ ろ
が 、 最 高 裁 が 原 審 の 高 松 高 裁 が 支 払 基 準 に よ る 保 険 金 の 支 払 を 命 じ た 判 決 に
対 し 、 そ の 判 断 が 明 ら か な 法 令 違 反 と し 、 下 回 り 判 決 を 行 っ た 。 こ の 結 果 、
支 払 基 準 が 被 害 者 保 護 の 趣 旨 か ら 、 「 過 失 相 殺 」 と い う 方 法 を 採 ら ず に 、 被
害 者 の 過 失 の 程 度 に 応 じ た 「 重 過 失 減 額 」 と い う 認 定 方 法 を 採 っ て い る と こ
ろ 7 , 最 高 裁 が そ の よ う な 認 定 方 法 を 採 ら な い と す る 法 解 釈 を 行 っ て い る こ と
6 平 成 1 3 年 1 2 月 2 1 日 金 融 庁 ． 国 土 交 通 省 告 示 第 ’ 号 「 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保 険 の 保 険 金
等 及 び 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 共 済 の 共 済 金 等 の 支 払 基 準 」 第 6 減 額 参 照 。 重 大 な 過 失 に
よ る 減 額 規 定 に 、 「 被 害 者 に 重 大 な 過 失 が あ る 場 合 は 、 次 に 掲 げ る 表 の と お り 、 積 算 し
た 損 害 額 が 保 険 金 額 に 満 た な い 場 合 に は 獄 算 し た 損 害 額 か ら 、 ま た 、 保 険 金 額 以 上 と
な る 場 合 に は 保 険 金 額 か ら 減 額 を 行 う 」 と あ る 。 こ れ は 、 支 払 基 準 の 一 部 で あ る 。
＜ 重 大 な 過 失 に よ る 減 額 割 合 表 ＞
7 佐 野 誠 「 ノ ー フ ォ ル ト 自 動 車 保 険 論 』 （ 保 健 毎 日 新 聞 社 、 2 0 1 6 年 )3 0 3 頁 参 照 。 佐 野 は 、
被 害 者 救 済 の 観 点 か ら 、 重 過 失 減 額 に よ る 緩 和 自 体 は 評 価 し つ つ 、 制 度 設 計 と し て み
た 場 合 に は 中 途 半 端 で あ る と 指 摘 し て い る 。
減 額 適 用 上 の 被 害
者 の 過 失 割 合
減 額 割 合
後 遺 障 害 ま た は
死 亡 に 係 る も の
慨 害 に 係 る も の
7 割 未 満
減 額 な し
減 額 な し
7 割 以 上 8 割 未 満
8 剖 以 上 9 割 未 満
9 割 以 上 1 0 割 未 満
2 割 減 額
3 割 減 額
5 割 減 額
2 割 減 額
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が 明 ら か に さ れ た と い う こ と で あ る 8 ．
最 高 裁 平 成 2 4 年 判 決 の 事 案 に お け る 被 害 者 は 、 保 険 会 社 お よ び 任 意 自 動 車
共 済 組 合 か ら 、 合 計 で 3 0 0 0 万 円 の 賠 償 を 受 け 、自 賠 責 保 険 金 額 と 同 額 の 補 償
を 受 け て い る こ と か ら 、 自 賠 法 や 自 賠 責 9 に お け る 「 被 害 者 保 護 」 と い う 観
点 か ら 見 れ ば 、 特 段 の 問 題 は 認 め ら れ な い 。 す な わ ち 、 こ の 訴 訟 は 任 意 自 動
車 共 済 組 合 と 保 険 会 社 間 の 自 賠 責 保 険 金 を め ぐ る 求 償 問 題 に す ぎ な い と い う
こ と で あ る 。
し か し 、 下 級 審 で は 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 を 依 拠 し て 下 回 り 判 決 が 行 わ れ
て お り 、 そ の 結 果 、 被 害 者 が 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 保 険 会 社 に 対 す る 請 求 権 を め
ぐ り 、 被 害 者 が 訴 訟 で 被 害 救 済 を 求 め た 場 合 、 自 賠 責 か ら 法 定 の 支 払 基 準 に
よ っ て 算 定 さ れ る は ず の 基 本 補 償 す ら 受 け ら れ な い と い う 問 題 が 生 じ て お
り 、 そ れ を 通 説 が 支 持 し て い る の で あ る 。
そ こ で 、 本 稿 で は 、 総 じ て こ の 通 説 を 批 判 す る と と も に 、 問 題 の 解 決 策 と
し て 、 あ ら た に 、 自 賠 責 制 度 を 補 完 す る 目 的 で 創 設 さ れ た 自 損 事 故 保 険 に 注
目 し 、 そ の 支 払 要 件 の 緩 和 に つ い て 提 言 を 行 い た い 。
2 ． 下 級 審 に お け る 本 問 題 に 対 す る 認 識
最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 が 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 請 求 権 に 関 す る 本 問 題 の 唯 一 の 判
例 で あ る 。 そ の 後 ､ 下 級 審 で は 同 判 決 を 依 拠 し て 下 回 り 判 決 が 行 わ れ て い る 。
そ こ で 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 後 に 下 回 り 判 決 を 行 っ た 下 級 審 の 裁 判 例 （ 東 京
地 判 平 成 2 0 年 9 月 l l 日 交 民 集 4 1 巻 5 号 1 2 5 頂 （ 以 下 、「 東 京 地 裁 平 成 2 0 年 判
決 ｣ ） を 確 認 し 、 下 級 審 に お け る 、 こ の 問 題 に つ い て の 認 識 を 確 認 し て お き
8
自 賠 資 制 度 の 発 足 当 初 は 、 自 賠 責 に お い て も 、 保 険 金 等 の 認 定 に あ た り 「 過 失 相 殺 」
が 行 わ れ て い た の で あ り 、 被 害 者 保 護 の 観 点 か ら 支 払 基 準 に 重 過 失 減 額 制 度 が 採 用 さ
れ た 経 緯 を 十 分 に 認 識 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。
自 賠 法 1 5 条 の 請 求 権 は 加 害 者 側 の 自 賠 責 保 険 金 請 求 権 で あ る が 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 請
求 権 は 、 被 害 者 の 加 害 者 側 が 加 入 す る 保 険 会 社 に 対 す る 損 害 賠 償 額 の 支 払 請 求 権 で あ
る こ と か ら 、 本 稿 で は こ れ ら を 総 称 し て 、 「 自 賠 責 」 と 表 記 し て い る 。
9
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た ぃ ' 0 。
( 1 ) 東 京 地 裁 平 成 2 0 年 判 決 の 判 旨
［ 判 旨 ］ 請 求 棄 却 （ 被 告 Y 、 被 告 甲 会 社 、 被 告 M 保 険 会 社 は 無 責 に つ き 、 そ
の 分 は 省 略 ）
過 失 割 合 に つ い て 、 「 本 件 事 故 は 、 亡 A が 、 Y 車 と Z 車 の わ ず か な す き 間
を す り 抜 け よ う と し た こ と に 起 因 し て お り 、 亡 A の 上 記 走 行 態 様 は 極 め て 危
険 な も の で あ っ て 、 亡 A の 過 失 は 極 め て 重 大 で あ る と い う べ き で あ る 。 （ 中
略 ） し た が っ て 、 亡 A と 被 告 Z の 過 失 割 合 に つ い て 、 前 者 を 9 割 、 後 者 を 1
割 と す る の が 相 当 で あ る 」 と し 、 支 払 基 準 に つ い て 、 「 自 賠 法 1 6 条 1 項 に 基
づ い て 被 害 者 が 保 険 会 社 に 対 し て 損 害 賠 償 額 の 支 払 を 請 求 す る 訴 訟 に お い
て 、 裁 判 所 は 、 自 賠 法 1 6 条 の 3 第 1 項 が 規 定 す る 支 払 基 準 に よ る こ と な く 損
害 賠 償 額 を 算 定 し て 支 払 を 命 じ る こ と が で き る と い う べ き で あ る と こ ろ 、 こ
の 理 由 は 、 自 賠 責 保 険 が 賠 償 責 任 保 険 で あ る こ と か ら 、 支 払 基 準 に よ る 金 額
が 、 被 保 険 者 が 負 担 す る 賠 償 額 を 下 回 る 場 合 だ け で な く 、 こ れ を 上 回 る 場 合
に も 妥 当 す る と い う べ き で あ る 。 そ う す る と 、 本 件 の 場 合 、 被 保 険 者 で あ る
被 告 乙 会 社 が 原 告 ら に 対 し 負 担 す べ き 人 損 に お け る 賠 償 額 は 、 7 5 3 万 8 3 4 円 で
あ る と こ ろ 、 被 告 N 保 険 会 社 は 、 原 告 ら に 対 し 、 自 賠 責 保 険 金 と し て 総 額
1 5 0 2 万 2 9 4 6 円 を 支 払 っ て お り 、 既 払 と な っ て い る こ と か ら 、 原 告 ら の 被 告 N
保 険 会 社 に 対 す る 請 求 は い ず れ も 理 由 が な い 」 と し て い る 。
( 2 ) 考 察
本 件 は 、 自 賠 法 改 正 後 、 支 払 基 準 が 法 定 化 さ れ 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 後 の
地 裁 判 決 で あ る 。 本 件 の 被 害 者 過 失 が 9 0 ％ の 認 定 で あ る こ と よ り 、 死 亡 分 に
関 し て は 、 既 に 保 険 会 社 の 認 定 で も 支 払 基 準 の 重 過 失 減 額 5 0 ％ を 適 用 さ れ 、
' 0 「 下 級 審 の 認 識 」 と 言 う 意 味 で は 、 数 事 例 を あ げ る べ き と の 指 摘 を 免 れ な い と 考 え る が 、
問 題 点 は 明 白 で あ る こ と か ら 、 敢 え て 本 稿 で は 1 事 例 に と ど め た 。
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1 5 0 0 万 円 の 支 払 い を 受 け て い る こ と か ら 、 自 賠 責 の 認 容 額 と し て は 問 題 と は
な ら な い 。
し か し 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 後 に お い て 、 原 告 側 の 主 張 で あ る 「 支 払 基 準
に 関 す る 最 高 裁 判 決 は 、 本 件 の よ う に 、 被 害 者 が 支 払 基 準 に 基 づ く 損 害 積 算
及 び 過 失 相 殺 の 方 法 に よ る 請 求 を し て い る 場 合 、 保 険 会 社 は 訴 訟 外 と 同 様 に
拘 束 さ れ る が 、 被 害 者 が 実 損 害 に よ る 一 般 的 な 算 定 方 法 を 求 め て き た 場 合 に
は 、 裁 判 所 は 拘 束 さ れ な い と い う 趣 旨 で あ る と 解 す べ き で あ る 」 と の 見 解 は 、
最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 の 判 旨 に も 合 致 し て お り 、 一 応 妥 当 で あ る と 考 え ら れ
る 。 す な わ ち 、 こ れ は 、 保 険 会 社 は 、 下 限 は 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ る が 、 上 限
は 保 険 金 額 を 限 度 に 拘 束 さ れ な い 、 と い う こ と に 他 な ら な い 。
す な わ ち 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 は 、 実 際 に 支 払 基 準 に よ る 認 容 額 を 上 回 る
認 定 を 行 っ た も の で あ り 、 そ の 際 の 解 釈 と し て 、 「 裁 判 所 が 支 払 基 準 に 拘 束
さ れ な い 」 と の 文 言 を 使 用 し た も の と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 最 高 裁 平 成
1 8 年 判 決 決 が ｢ 下 回 り 判 決 」 ま で を 射 程 し て い る と ま で は 直 ち に 解 釈 し 難 い 。
そ の 意 味 で 、 本 判 決 の 「 こ の 理 由 は 、 自 賠 責 保 険 が 責 任 保 険 で あ る こ と か
ら 、 支 払 基 準 に よ る 金 額 が 被 保 険 者 の 負 担 す る 賠 償 額 を 下 回 る 場 合 だ け で な
く 、 こ れ を 上 回 る 場 合 に も 妥 当 す る と い う べ き で あ る 」 と の 見 解 の 「 下 回 る
場 合 」 に 関 し て は 、 最 高 裁 の 担 当 調 査 官 の 解 説 は あ る も の の ' ' 、 最 高 裁 平 成
1 8 年 判 決 は そ こ ま で は 明 示 し て お ら ず 、 拡 大 解 釈 で は な い だ ろ う か 。
' 1 森 義 之 「 自 動 車 損 害 賠 償 保 障 法 1 6 条 1 項 に 基 づ い て 損 害 賠 償 額 の 支 払 を 請 求 す る 訴 訟
に お い て 裁 判 所 が 同 法 1 6 条 の 3 第 1 項 が 規 定 す る 支 払 基 準 に よ る こ と な く 損 害 賠 償 額
を 算 定 し て 支 払 を 命 じ る こ と の 可 否 」 （ 法 曹 時 報 5 9 巻 9 号 ) 3 2 1 1 頁 参 照 。 最 高 裁 判 所 調
査 官 に よ る 解 説 で は 、 「 裁 判 所 が 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ る か ど う か 」 に つ い て の 学 説 を 披
露 す る 中 で 、 「 本 判 決 は 、 ‐ 上 限 、 下 限 に つ い て 特 に 言 及 す る こ と な く 、 支 払 韮 準 は 裁 判
所 を 拘 束 し な い と 判 示 し て い る と こ ろ か ら み て 、 『 支 払 基 準 は 、 下 限 は 裁 判 所 を 拘 束 す
る が 、 上 限 は 拘 束 し な い 」 と の 説 を 採 る も の で は な い こ と は 明 ら か で あ る と 思 わ れ る 。
し た が っ て 、 支 払 基 準 に よ る こ と が 被 害 者 に と っ て 、 有 利 な 場 合 も 不 利 な 場 合 も 、 裁
判 所 は 支 払 基 準 に よ る こ と な く 、 損 害 賠 償 額 を 算 定 し て 支 払 を 命 じ る こ と が で き る と
解 さ れ る 」 と し た 。 同 事 案 に 深 く 関 わ っ た 調 査 官 見 解 を 示 す こ と で 、 下 級 審 に そ の 見
解 が 受 け 入 れ ら れ て い る も の と 考 え ら れ る 。
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ま た 、 そ の 「 理 由 」 を 「 自 賠 責 保 険 が 責 任 保 険 で あ る か ら 」 と し て い る が 、
そ れ は 自 賠 法 1 5 条 の 請 求 権 の 場 合 に は 適 合 す る 。 し か し 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 は 、
｢ 第 三 条 の 規 定 に よ る 保 有 者 の 損 害 賠 償 の 責 任 が 発 生 し た と き は 、 被 害 者 は 、
政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 保 険 会 社 に 対 し 、 保 険 金 額 の 限 度 に お い て 、 損
害 賠 償 額 の 支 払 を な す べ き こ と を 請 求 す る こ と が で き る 」 と 規 定 し 、 被 害 者
に よ る 保 険 会 社 に 対 す る 損 害 賠 償 額 の 直 接 請 求 権 を 認 め て い る 。 す な わ ち 、
自 賠 法 が 定 め る 特 別 の 請 求 権 で あ り ' 2 、 こ の 創 設 の 趣 旨 は 自 賠 法 1 条 の 「 被
害 者 保 護 」 に 他 な ら な い ' 3 。
さ ら に 、 自 賠 法 1 6 条 の 3 第 1 項 は 、「 保 険 会 社 は 、 保 険 金 等 を 支 払 う と き
は 、 死 亡 、 後 遺 障 害 及 び 傷 害 の 別 に 国 土 交 通 大 臣 及 び 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る
支 払 基 準 に 従 っ て こ れ を 支 払 わ な け れ ば な ら な い 」 と 規 定 さ れ て い る 。 そ の
意 味 で は 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 直 接 請 求 権 と 自 賠 法 1 6 条 の 3 第 1 項 の 支 払 基 準
は セ ッ ト で 、 自 賠 責 上 は 、 よ り 高 度 な 「 被 害 者 保 護 」 が 図 ら れ る べ き で あ る
こ と は 明 白 で あ っ て ' 4 ， 同 判 決 の 「 理 由 」 は 不 合 理 で あ る と 言 う 他 な い 。
加 え て 、 被 害 者 が 支 払 基 準 に よ る 認 定 額 を 下 回 る よ う な 損 害 賠 償 額 の 支 払
' 2 一 般 的 な 責 任 保 険 に お け る 被 害 者 の 任 意 保 険 会 社 に 対 す る 直 接 請 求 権 は 約 款 に よ り 規
定 さ れ た も の で あ り 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 直 接 請 求 権 と 異 な る 。 自 賠 法 1 6 条 1 項 の 直 接
請 求 権 の 法 的 性 質 に つ い て は 、 拙 稿 「 自 賠 法 1 6 条 1 項 に お け る 被 害 者 の 請 求 権 と 労 災
保 険 者 の 代 位 請 求 権 の 優 劣 関 す る 一 考 察 」 （ 損 害 保 険 研 究 第 7 7 巻 第 1 号 )1 6 0 頁 参 照 。
1 3 横 田 尚 昌 「 賠 償 責 任 保 険 に お け る 直 接 請 求 権 」 （ 保 険 学 雑 誌 6 0 7 号 ） 5 9 頁 参 照 。 横 田 は
保 険 法 改 正 時 の 議 論 を 踏 ま え 、 直 接 請 求 権 の 規 定 が 見 送 ら れ 、 保 険 法 2 2 条 1 項 に 責 任
保 険 契 約 の 先 取 特 権 を 規 定 す る こ と で 被 害 者 保 護 が 図 ら れ た 旨 、 説 明 し て い る 。 そ し
て 、 自 賠 責 で は 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 は 、 被 害 者 に 権 利 と し て 認 め ら れ て お り 、 被 害 者 保
護 の 政 策 的 見 地 か ら 、 自 賠 法 に お か れ て い る と 理 解 す る ほ か な く 、 こ こ ま で 徹 底 し な
く て は 、 本 来 的 な 意 味 に お い て 責 任 保 険 に よ っ て 被 害 者 の 保 護 を 図 る こ と は で き な い
よ う に 思 わ れ る 、 と し て い る 。
“ 平 成 1 3 年 6 月 2 1 日 参 議 院 国 土 交 通 委 員 会 に お い て 、「 自 動 車 損 害 賠 償 保 障 法 及 び 自 動 車
損 害 賠 償 責 任 再 保 険 特 別 会 計 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 」 が 議 題 と さ れ た が 、 同 日 、
同 法 律 案 の 審 査 の た め 、 参 考 人 出 席 ・ 意 見 陳 述 質 疑 後 、 採 決 と な っ た 。 政 府 の 再 保 険
に よ る 自 賠 責 保 険 の 支 払 チ ェ ッ ク を 通 じ て 、 適 正 化 が 図 ら れ て き た と の 経 緯 の な か で 、
本 審 議 に お い て ． 一 貫 し て 、 議 論 さ れ て い た こ と は 、 制 度 改 定 後 の 「 被 害 者 保 護 」 の
劣 化 に 対 す る 懸 念 で あ っ た と 考 え ら れ る 。
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を 保 険 会 社 に 請 求 す る は ず も な く （ 本 件 は 、 支 払 基 準 に よ る 損 害 賠 償 額 を 受
領 済 み ) 、 保 険 会 社 は 訴 訟 上 で あ っ て も 支 払 基 準 を 遵 守 す る 義 務 を 負 っ て い
る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 当 事 者 が 本 来 求 め て い な い 裁 判 を 裁 判 所 が 独 自 の
算 定 を 行 う こ と は 、 民 事 訴 訟 法 上 の 原 則 に 反 し て い る 可 能 性 が あ る と 考 え ら
れ る ' 5 。
し た が っ て 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 が 示 し た 本 来 の 命 題 は 、 「 被 害 者 は 支 払
基 準 に 拘 束 さ れ な い 」 が 、 「 保 険 会 社 は 、 下 限 は 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ る が 、
上 限 は 保 険 金 額 を 限 度 に 拘 束 さ れ な い 」 と い う こ と に 過 ぎ な い の で は な い だ
ろ う か ' 6 。 す な わ ち 、 そ も そ も 支 払 基 準 が 法 定 化 さ れ る 以 前 か ら 学 説 に お い
て 、 議 論 さ れ て き た 、 「 裁 判 所 が 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ る か 」 と い う テ ー マ は 、
法 定 の 支 払 基 準 で は な か っ た 時 代 の 自 賠 責 に お け る 「 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保
' 5 国 土 交 通 省 （ 行 政 ） は 、 そ の よ う な 認 定 に 反 対 の は ず で あ る 。 任 意 自 賠 責 一 括 払 制 度
の 発 足 後 、 運 輸 省 （ 国 土 交 通 省 ） は 、 事 後 審 査 を 行 い 、 任 意 保 険 会 社 に 自 賠 責 保 険 支
払 基 準 （ 法 定 前 ） の 下 回 り 示 談 案 件 を 再 示 談 し 、 自 賠 責 保 険 認 容 額 ま で の 再 支 払 い を
行 政 指 導 し て き た 経 緯 に あ る 。
' 6 支 払 基 準 は 自 賠 法 1 6 条 の 3 第 1 項 に 規 定 さ れ 、 保 険 会 社 を 拘 束 し 、 被 害 者 を 拘 束 し な
い 。 し た が っ て 、 自 賠 法 1 6 条 1 項 に 基 づ く 、 被 害 者 の 保 険 会 社 に 対 す る 請 求 権 行 使 の
訴 訟 に お い て 、 処 分 権 主 義 の 観 点 か ら 考 え れ ば 、 そ も そ も 「 裁 判 所 は 支 払 基 準 に 拘 束
さ れ な い 」 と し て 、 裁 判 所 が 保 険 会 社 に 支 払 基 準 を 遵 守 さ せ ず 、 下 回 り 判 決 を 行 い 、
保 険 会 社 に 利 益 を 与 え 、 そ の 不 利 益 を 被 害 者 に 負 わ せ る よ う な 被 害 者 保 護 （ 自 賠 法 1
条 ） に 倖 る 見 解 が 導 き 出 さ れ る は ず も な い と 考 え ら れ る 。 下 回 り 判 決 の 結 果 、 保 険 会
社 に 利 益 が 生 じ 、 被 害 者 に 反 射 的 に 不 利 益 が 生 じ て い る こ と を 行 政 （ 国 土 交 通 大 臣 ） が 、
自 賠 法 1 6 条 の 8 に 係 る 「 指 示 」 を 行 っ て い な い 状 況 を 鑑 み れ ば 、「 正 当 な 理 由 」 と し て
捉 え て い る の で あ ろ う か 。 そ も そ も 、 訴 外 に お い て 、 被 害 者 が 保 険 会 社 に 自 賠 法 1 6 条
1 項 の 請 求 権 行 使 を 行 い 、 保 険 会 社 が 「 無 責 」 と 誤 判 定 し た 結 果 、 訴 訟 と な り 、 被 害
者 に 多 大 な 迷 惑 を 掛 け た 問 題 で あ る こ と を 考 え れ ば 、 そ れ を 「 正 当 な 理 由 」 と す る の
は 理 解 し 難 い 。 訴 訟 に 至 ら ず 、 自 賠 法 2 5 条 の 5 に 係 る 自 賠 責 保 険 ・ 共 済 紛 争 処 理 機 構
に お い て 、 紛 争 処 理 の 申 請 に 対 す る 調 停 の 結 果 、 無 責 か ら 有 責 へ の 変 更 率 1 8 . 4 % ( 創 設
当 時 の 平 成 1 4 年 度 同 機 構 公 表 デ ー タ ) 、1 8 3 % ( 平 成 2 0 年 度 同 機 構 公 表 デ ー タ ） で あ り 、
そ の 後 の 変 更 件 数 （ 平 成 2 1 年 度 8 件 、2 2 年 度 2 1 件 、2 3 年 度 9 件 、2 4 年 度 l 2 件 、2 5 年 度
6 件 、 2 6 年 度 2 件 、2 7 年 度 1 4 件 、 平 成 2 7 年 度 同 機 構 公 表 デ ー タ ） の 事 実 は 、 重 く 受 け
止 め ら れ る べ き で あ ろ う 。 司 法 及 び 行 政 に お い て 、 本 問 題 が 解 消 で き な い の で あ れ ば 、
本 間 題 は 、 立 法 （ 国 会 ） マ タ ー な の か も し れ な い 。
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険 損 害 査 定 要 綱 ｣ ' 7 の 算 定 基 準 （ 支 払 基 準 ） が 裁 判 所 を 拘 束 す る の か と い う
命 題 で あ り 、 「 支 払 基 準 は 裁 判 所 を 拘 束 す る と の 説 」 や 「 支 払 基 準 は 裁 判 所
を 拘 束 し な い と の 説 ｣ 、 「 支 払 基 準 は 、 下 限 は 裁 判 所 を 拘 束 す る が 、 上 限 は 拘
束 し な い と の 説 」 等 の 学 説 の 分 類 は 、 自 賠 法 1 6 条 の 3 で 法 定 さ れ た 支 払 基 準
の も と で は 、 最 早 、 正 鵠 を 射 た も の で は な い こ と を 指 摘 し て お き た い ' 8 。
3 ． 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 緩 和 に つ い て の 提 言
自 損 事 故 保 険 は 、 お も に 被 保 険 自 動 車 の 「 自 損 事 故 」 に 起 因 す る 死 傷 に 関
し て 保 険 給 付 を 行 う 傷 害 疾 病 定 額 保 険 契 約 で あ る ' 9 。 「 自 損 事 故 」 に は 、 相 手
方 の い な い 単 独 事 故 の ほ か 、 相 手 方 は い る も の の 、 相 手 方 に 対 す る 自 賠 法 3
条 の 請 求 権 が 発 生 し な い 場 合 の 事 故 等 が 含 ま れ る 。 そ の 創 設 経 緯 や 本 稿 に 関
連 す る 具 体 的 な 支 払 要 件 は 、 以 下 の 通 り で あ る 釦 。
( 1 ) 自 損 事 故 保 険 の 創 設 経 緯
① 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保 険 審 議 会 の 答 申
昭 和 4 8 年 l l 月 1 6 日 に 開 催 さ れ た 、 自 賠 責 保 険 審 議 会 に お い て 、 次 の 答 申 が
だ さ れ た （ 抜 粋 ) 。 「 自 賠 責 保 険 の あ り 方 に つ い て は 、 そ の 担 保 範 囲 に 自 損 事
l 7 伊 藤 文 雄 ・ 佐 野 誠 編 『 自 賠 責 保 険 の す べ て j( 保 険 毎 日 新 聞 社 、 2 0 1 4 年 )9 2 頁 参 照 。 同
査 定 要 綱 は 、 支 払 基 準 に つ い て 国 土 交 通 省 が 通 達 を 出 し 、 各 保 険 会 社 が そ の 内 容 を 自
社 の 損 害 査 定 要 綱 と し て 事 業 方 法 書 に 位 置 付 け 内 閣 総 理 大 臣 の 認 可 を 得 た も の で あ っ
た 。
l 8 そ も そ も 支 払 基 準 に よ る 裁 判 所 の 拘 束 性 は 、 被 保 険 者 や 被 害 者 の 拘 束 性 の 問 題 で あ り 、
自 賠 法 1 6 条 の 3 の 規 定 は 、 保 険 会 社 を 拘 束 す る も の で あ っ て 、 そ れ ら を 拘 束 し な い の
は 明 白 で あ る と 考 え ら れ る 。
l 9 佐 野 ・ 前 掲 注 7 ･ 3 2 4 頁 参 照 。 佐 野 の 分 類 に よ れ ば 、自 損 事 故 保 険 は 、 「 フ ァ ー ス ト パ ー
テ ィ 型 制 度 ・ 非 ノ ー フ ォ ル ト 型 自 動 車 傷 害 保 険 （ 定 額 填 補 ) 」 と い う こ と に な る 。
鋤 絹 川 法 治 ・ 高 階 信 弘 「 Ⅲ 対 人 賠 償 保 険 」 金 沢 理 ・ 西 嶋 梅 治 ・ 金 沢 康 一 郎 編 『 新 種 ・ 自
動 車 保 険 講 座 」 （ 日 本 評 論 社 、 1 9 7 6 年 )1 4 5 頁 ～ 2 1 3 頁 を 引 用 し た 。 他 に 、 東 京 海 上 日 動
火 災 保 険 株 式 会 社 編 「 損 害 保 険 の 法 務 と 実 務 」 （ 金 縫 財 政 事 情 研 究 会 、 2 0 1 0 年 ) 4 1 ～ 4 3
頁 参 照 。
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故 を 含 め る こ と に つ い て ど う 考 え る べ き か 、 （ 中 略 ） 等 制 度 の 基 本 に か か わ
る 問 題 も 提 起 さ れ て い る 。 （ 中 略 ） こ の 際 任 意 保 険 も 含 め た 自 動 車 損 害 賠 償
保 障 制 度 の あ る べ き 姿 に つ い て 長 期 的 視 野 か ら 検 討 を 加 え る こ と が 必 要 で あ
る ｣ 。
② 保 険 審 議 会 答 申
昭 和 5 0 年 6 月 2 7 日 に 開 催 さ れ た 保 険 審 議 会 に お い て 、 次 の 答 申 が だ さ れ た
( 抜 粋 ) 。 「 自 賠 責 保 険 に つ い て は 、 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 保 険 審 議 会 の 答 申 （ 昭
和 4 8 年 1 1 月 1 6 日 ） に お い て 、 そ の 担 保 範 囲 に 自 損 事 故 を 加 え る 問 題 が 長 期 的
検 討 課 題 の 一 つ と さ れ て い る が 、 任 意 保 険 に お い て も 損 害 賠 償 責 任 保 険 に
よ っ て 救 済 さ れ な い よ う な 被 害 者 の 保 護 救 済 措 置 に つ い て 、 将 来 に お け る そ
の 導 入 の 余 地 を 検 討 す る こ と が 望 ま し い ｣ 。
③ 上 記 の 答 申 の 背 景
1 9 6 0 ～ 1 9 7 0 年 代 に モ ー タ ー リ ゼ ー シ ョ ン の 伸 展 に 対 し 、 当 時 は 搭 乗 者 傷 害
保 険 の 普 及 率 や 保 険 金 額 の 設 定 額 も 低 い 実 情 に あ り 、 自 賠 責 保 険 で 、 無 責 と
な る よ う な 自 損 事 故 等 の 被 害 者 の 救 済 が 社 会 的 に も 注 目 さ れ た 。 こ の 被 害 者
救 済 制 度 を 任 意 保 険 の 改 善 項 目 の 一 つ と し て 、 上 記 ② の 保 険 審 議 会 答 申 に お
い て 指 摘 さ れ 2 1 , 翌 昭 和 5 1 年 1 月 よ り 、（ 任 意 ） 自 動 車 保 険 の 対 人 賠 償 保 険 に
自 動 付 帯 と し て 自 損 事 故 保 険 が 導 入 さ れ た 鹿 。 当 初 の 死 亡 保 険 金 額 は 1 0 0 0 万
2 1 樫 田 美 雄 「 自 損 事 故 保 険 の 社 会 学 ・ 序 論 」 （ 母 子 研 究 N o . 1 7 ) 6 4 頁 以 下 参 照 。 樫 田 に よ
れ ば 、 交 通 遺 児 育 英 会 の 遺 児 家 庭 実 態 調 査 に 基 づ い た 訴 え に よ り 、 保 険 審 議 会 で の 指
摘 に 至 っ た と す る 。
型 こ の 時 、 無 保 険 車 傷 害 保 険 も 同 時 に 導 入 さ れ た が 、 保 険 審 議 会 答 申 の 指 摘 に は な い 。
伊 藤 文 雄 「 自 動 車 退 陣 保 険 の 現 状 と 問 題 」 不 法 行 為 研 究 会 編 「 交 通 事 故 倍 賞 の 現 状 と
課 題 」 （ ぎ よ う せ い 、 1 9 7 9 年 ) 3 3 0 頁 参 照 。 伊 藤 は 、 こ の 時 の 注 目 点 と し て 、 両 保 険 が
P A P 保 険 の 基 本 契 約 の 中 に 自 動 付 帯 と し て セ ッ ト 化 さ れ た こ と を 指 摘 す る 。 特 に 、 自
損 事 故 保 険 に つ い て は 、 B A P 保 険 、 自 動 車 運 転 者 損 害 賠 償 保 険 （ ペ ー パ ー ． ド ラ イ バ ー
保 険 ） の 対 人 賠 償 保 険 に も 自 動 付 帯 さ れ 、 セ ッ ト 化 さ れ た こ と に 注 目 す る 。 こ の 点 、
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円 で あ っ た が 、 こ れ は 昭 和 5 0 年 7 月 の 自 賠 責 制 度 改 定 で 、 死 亡 保 険 金 額 が
1 0 0 0 万 円 か ら 1 5 0 0 万 円 に 引 き 上 げ ら れ 、 自 損 事 故 保 険 の 保 険 金 額 は 1 0 0 0 万 円
に 設 定 さ れ た 濁 。 現 在 の 、 自 損 事 故 保 険 の 死 亡 保 険 金 額 は 1 5 0 0 万 円 で あ る が 、
こ れ は 、 保 険 金 額 に つ い て 、 自 賠 責 保 険 の 支 払 限 度 額 と 重 過 失 減 額 の 適 用 割
合 を 勘 案 し て 定 め ら れ て い る と さ れ る 2 4 ° つ ま り 、 現 在 で は 、 自 賠 責 保 険 の
死 亡 保 険 金 額 3 0 0 0 万 円 に 対 し 、「 重 過 失 減 額 の 被 害 者 の 過 失 割 合 9 割 以 上 1 0
割 未 満 」 の 5 割 減 額 の 場 合 と の 関 係 性 に お い て 1 5 0 0 万 円 に 設 定 さ れ て い る も
の と 考 え ら れ る 。
( 2 ) 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件
本 稿 で 問 題 と な る 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 は 、 被 保 険 者 が 次 の 急 激 か つ 偶
然 な 外 来 の 事 故 に よ り 死 傷 す る こ と 、 ① 被 保 険 自 動 車 の 運 行 に 起 因 す る 事
故 、 ② 上 記 に よ っ て 生 じ た 損 害 に つ い て 自 賠 法 3 条 に 基 づ く 損 害 賠 償 請 求 権
が 発 生 し な い こ と 、 で あ る 。
本 保 険 は 、 被 保 険 者 に お い て 、 相 手 車 に 自 賠 法 3 条 の 但 書 3 条 件 が 成 立 す
金 沢 理 教 授 が 自 損 事 故 保 険 の 創 設 や 自 動 付 帯 を 評 価 し つ つ 、 自 損 事 故 保 険 の 守 備 範 囲
が 自 賠 資 保 険 の 担 保 範 囲 に 対 応 す る も の で 、 自 動 車 損 害 賠 償 補 償 体 系 に お け る 位 置 づ
け の 観 点 か ら 、 任 意 保 険 の 領 域 に 引 き 込 む こ と の 疑 念 を 紹 介 し つ つ 、 自 ら は 、 保 険 料
負 担 の 公 平 性 が 確 保 さ れ て い る 自 動 車 総 合 保 険 と し て の 任 意 保 険 の 領 域 に 委 ね る と い
う 手 法 も そ れ な り の 合 理 性 を 有 す る と の 見 解 を 示 し て い る 。 鈴 木 辰 己 「 自 動 車 保 険 論 」
（ 成 文 堂 、 1 9 8 1 年 ) 9 7 頁 参 照 。 鈴 木 は 、 自 損 事 故 保 険 に つ い て 、 自 賠 責 が 責 任 保 険 で あ
る こ と か ら 、 自 賠 責 で も 全 く 担 保 さ れ な い 車 の 運 転 者 ま た は 保 有 者 自 身 の 一 方 的 な 運
転 ミ ス な ど に よ る 受 傷 ・ 死 亡 を カ バ ー す る も の で 、 い わ ば 自 賠 責 に あ い て い た 、 ま た
現 在 も あ い て い る 間 隙 を 埋 め る こ と を 目 的 と す る 保 険 と い う 説 明 を 行 っ て い る 。 し か
し 、 当 時 の 任 意 保 険 の 加 入 率 が 十 分 で な い こ と か ら 、 基 本 的 な 解 決 に は な ら な い と 、
指 摘 し て い る 。
浬 絹 川 ・ 高 階 前 掲 注 9 参 照 。 こ れ は 、 当 時 の 自 賠 責 保 険 金 額 1 5 0 0 万 円 の 約 7 割 と し て 定
め ら れ た と し て い る 。
割 「 2 0 0 5 年 版 自 家 用 自 動 車 総 合 保 険 の 解 説 」（ 保 健 毎 日 新 聞 社 ､ 2 0 0 5 年 ） 7 6 頁 参 照 。 同 書 は 、
自 損 事 故 保 険 は そ の 創 設 の 経 緯 よ り 、 「 自 賠 賀 保 険 の 補 完 機 能 」 を 担 っ て い る と の 解 説
が 行 わ れ て い る 。
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る こ と の 立 証 責 任 を 負 っ て い る こ と に な り 蚕 、 被 保 険 者 が 自 損 事 故 保 険 を 請
求 す る に あ た り 、 高 い ハ ー ド ル の 支 払 要 件 と い う こ と も で き る 。
例 え ば 、 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 を 巡 っ て 、 有 無 責 の 見 解 が わ か れ る よ う な 事
案 （ 本 稿 で は 、 議 論 を 明 確 に す る た め に 死 亡 事 案 に お い て 、 有 責 で あ っ た と
し て も 被 害 者 過 失 が 「 9 割 以 上 1 0 割 未 満 」 の 場 合 を 扱 う ） に お い て 、 訴 外 で
は 、 有 責 と な っ た 場 合 は 自 賠 責 、 無 責 と な っ た 場 合 は 自 損 事 故 保 険 と し て い
ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 通 常 は 被 害 者 遺 族 に 1 5 0 0 万 円 の 支 払 が 行 わ れ る こ と
に な る 2 6 ．
と こ ろ が 、 訴 訟 で は 、 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 が 認 め ら れ れ ば 、 総 損 害 額 に 対
し て 、 例 え ば 、 9 割 の 過 失 相 殺 を う け る こ と に な り 、 総 損 害 額 が l f 5 0 0 0 万
円 以 上 で な い と 、 1 5 0 0 万 円 を 下 回 っ て し ま う こ と に な る 。 す な わ ち 、 こ の 訴
訟 は 、 通 常 は 、 訴 外 で 保 険 会 社 か ら 被 害 者 側 に 無 責 と 主 張 さ れ た 事 例 が ほ と
ん ど で あ る か ら 、 そ の 場 合 、 自 損 事 故 保 険 の 保 険 会 社 幻 に 異 論 が な け れ ば 、
1 5 0 0 万 円 の 支 払 い を 受 け ら れ る 。
実 際 の 保 険 実 務 で は 、 自 損 事 故 保 険 会 社 が （ 自 賠 責 ） 保 険 会 社 に 有 無 責 の
事 前 認 定 を 行 い 、 「 無 責 」 と の 認 定 と な れ ば 、 自 損 事 故 保 険 を 「 有 責 」 と し
て 扱 う こ と が 多 い 。 し か し 、 自 損 事 故 保 険 会 社 が そ の 決 定 に 異 議 が あ れ ば 、
｢ 異 議 申 し 立 て 」 を 行 う こ と に な る 。
こ こ で 、 問 題 と な る の が 、 自 賠 法 3 条 の 責 任 を 巡 っ て 、 （ 自 賠 責 ） 保 険 会
社 と （ 任 意 保 険 ） 自 損 事 故 保 険 会 社 間 に お い て 、 決 着 が つ か な い 場 合 で あ る 。
ま た 、 被 害 者 側 に と っ て も 、 事 故 が 被 害 者 の 自 損 事 故 に よ る も の か 、 相 手 車
有 責 事 故 か と い う 問 題 で あ っ た り 錫 、 受 領 す る 保 険 金 等 が 同 額 で あ っ た と し
z 5 大 森 利 夫 「 自 損 事 故 条 項 と 保 険 者 の 責 任 」 田 辺 康 平 ・ 石 田 満 編 「 新 損 害 保 険 双 書 2 自
動 車 保 険 」 （ 文 真 堂 、 1 9 8 3 年 ) 2 8 5 頁 参 照 。
溺 自 賠 責 で は 、 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 の 事 案 の よ う に 、 支 払 基 準 で 損 害 額 が 3 0 ㈹ 万 円 に 満
た な い 場 合 は 、 重 過 失 減 額 の 結 果 、 1 5 ㈹ 万 円 を 下 回 る 場 合 が あ る 。
訂 本 稿 で は 、 「 自 損 事 故 保 険 会 社 」 と 表 記 す る 。
記 被 害 者 避 族 の 心 情 か ら す れ ば 、 被 害 者 に よ る 自 損 事 故 、 す な わ ち 、 l " % 加 害 事 故 な の
か 相 手 車 有 責 事 故 な の か は 、 経 験 則 上 、 極 め て 大 き な 相 違 で あ る と い え る 。 死 亡 事 案
4 6 鹿 児 島 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 1 号 ( 2 0 1 8 年 1 0 月 ）
て も 、 相 続 税 等 を 考 慮 す れ ば 、 自 賠 責 有 責 の 方 が 有 利 で あ っ た り す る " 。
し か し 、 自 損 事 故 保 険 会 社 に 異 議 が あ っ た り 、 被 害 者 側 に 異 議 が あ っ た り
し た 場 合 に は 、 結 果 と し て 保 険 会 社 を 相 手 取 り 、 訴 訟 が 提 起 さ れ る こ と が あ
る 鋤 。 こ の 結 果 、 例 え ば 被 害 の 損 害 が 5 0 0 0 万 円 で 、 被 害 者 過 失 が 9 割 で あ れ
ば 、 5 0 0 万 円 の 判 決 （ 遅 延 損 害 金 等 を 除 く ）と な る 。 こ の よ う な 場 合 、 本 来 、
保 険 会 社 側 の 訴 外 で の 判 断 誤 り で あ る か ら 、 支 払 基 準 に 則 り 、 差 額 の 1 0 0 0 万
円 を 保 険 会 社 が 負 担 す べ き で あ る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 保 険 会 社 は 、 判 決
に 拘 束 さ れ る こ と を 理 由 に 、 支 払 に は 応 じ な い と い う の が 保 険 実 務 の 立 場 で
あ る と 考 え ら れ る 3 1 o
こ の 保 険 会 社 の 態 度 に は 、 異 論 の あ る と こ ろ で あ り 、 行 政 当 局 に よ る 主 体
的 な 指 導 が 望 ま れ る が 3 2 、 現 実 の 問 題 と し て 現 状 、 解 決 し 難 い 問 題 で あ り 、
下 級 審 の 下 回 り 判 決 に 問 題 が あ る こ と は 指 摘 し た 通 り で あ る 。
の 遺 族 の 心 情 を 知 る 文 献 の 一 つ と し て 、 小 佐 井 良 太 「 ｢ 死 別 の 悲 し み 」 を 伴 う 紛 争 事 例
の 解 決 を め ぐ っ て － 定 期 金 賠 償 方 式 に 基 づ く 「 命 日 払 い 」 請 求 再 考 一 」 （ 交 通 法 研 究 第
3 8 号 ） 6 7 頁 の 「 個 別 報 告 」 が 参 考 に な る 。
鋤 保 険 会 社 の 賠 償 額 の 支 払 は 、 非 課 税 で あ る が 、 自 損 事 故 保 険 金 の 場 合 、 保 険 料 の 負 担
者 と 被 保 険 者 等 の 関 係 性 よ り 、 相 続 税 や 所 得 税 、 贈 与 税 が 課 税 さ れ る 。
” 自 損 事 故 保 険 に お け る 被 保 険 者 の 立 証 責 任 は 、 加 害 者 側 が 自 賠 法 3 条 の 但 番 3 条 件 を
立 証 で き る と い う 立 証 寅 任 を 負 っ て い る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 被 保 険 者 が 自 損 事 故
保 険 会 社 を 被 告 と し て 、 自 損 那 故 保 険 の 支 払 請 求 訴 訟 を 提 起 す る こ と は 困 難 性 が 伴 う
も の と 考 え ら れ る 。
3 1 自 賠 資 は 、 責 任 保 険 の 一 種 で あ る こ と か ら 、 訴 訟 で 確 定 し た 損 害 賠 俄 額 が 支 払 対 象 と
な る と の 理 由 で あ る と 考 え ら れ る 。
3 2 自 賠 法 1 6 条 の 6 は 、「 保 険 会 社 は 、 保 険 金 等 の 支 払 の 適 正 化 を 図 る 必 要 性 が 特 に 商 い も
の と し て 国 土 交 通 省 令 で 定 め る 死 亡 そ の 他 の 損 害 に 関 し 、 保 険 金 等 を 支 払 っ た と き 又
は 第 十 六 条 の 四 第 三 項 の 規 定 に よ る 書 面 の 交 付 を し た と き は 、 遅 滞 な く 、 国 土 交 通 省
令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 国 土 交 通 大 臣 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 」 と 規 定
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 稿 で 取 り 上 げ る 問 題 は 死 亡 事 案 で あ る か ら 、 「 無 漬 」 と し た
場 合 は 、 自 賠 法 1 6 条 の 4 第 3 項 で 保 険 会 社 は 国 土 交 通 大 臣 に 届 出 義 務 が あ り 、 訴 訟 の
結 果 、 保 険 金 等 を 支 払 っ た 場 合 に も 届 出 義 務 が あ る 。
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( 3 ) 最 高 裁 に よ る 約 款 を 超 越 し た 事 例 （ 人 身 傷 害 保 険 3 3 の 請 求 権 代 位 に 関 す
る 問 題 ）
次 に 、 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 緩 和 に つ い て 検 討 す る 上 で 、 最 高 裁 が 任 意
保 険 会 社 の 人 身 傷 害 保 険 の 請 求 権 代 位 に 関 す る 問 題 で 、 人 身 傷 害 保 険 の 約 款
を 破 っ て 、 被 保 険 者 に 有 利 な 判 断 を 行 っ た 事 例 を 概 観 し 、 本 稿 の 主 題 の 参 考
に し た い 。
① 問 題 の 所 在
人 身 傷 害 保 険 は 、 保 険 法 上 、 傷 害 疾 病 損 害 保 険 契 約 と 位 置 づ け ら れ 、 実 損
填 補 型 の 傷 害 保 険 と し て 構 成 さ れ て い る 狐 。 こ れ に よ り 、 自 動 車 事 故 の 被 害
者 で あ る 被 保 険 者 が 損 害 を 填 補 さ れ た 場 合 、 同 法 2 5 条 及 び 3 5 条 の 規 定 に よ
り 、 保 険 会 社 に 請 求 権 代 位 が 認 め ら れ て い る 。 同 規 定 の 趣 旨 か ら 、 「 差 額 説 」
に よ る も の と 考 え ら れ て い る が 弱 ､ 「 人 傷 基 準 差 額 説 ｣ 弱 と 「 訴 訟 基 準 差 額 説 ｣ 3 7
に 見 解 が 分 か れ て い た 銘 。
郷 人 身 傷 害 補 償 保 険 の 名 称 も あ る が 、 本 稿 で は 、 「 人 身 傷 害 保 険 」 と 表 記 す る 。
3 4 佐 野 ・ 前 掲 注 6 ． 3 2 4 頁 参 照 。 佐 野 の 分 類 に よ れ ば 、 人 身 傷 害 保 険 は 、「 フ ァ ー ス ト パ ー
テ ィ 型 制 度 ・ ノ ー フ ォ ル ト 型 自 動 車 傷 害 保 険 （ 実 損 填 補 ) 」 と い う こ と に な る 。
獅 福 田 弥 夫 ・ 古 笛 恵 子 「 遂 条 解 説 改 正 保 険 法 」 （ ぎ よ う せ い 、 2 0 0 9 年 ) 8 3 頁 参 照 。
弱 植 田 智 彦 「 人 身 傷 害 保 険 に お け る 損 害 填 補 及 び 代 位 の 範 囲 に つ い て の 考 察 」 （ 判 タ 1 2 4 3
号 ） 4 頁 、 坂 東 司 郎 「 判 例 批 評 」 （ 損 害 保 険 研 究 7 0 巻 3 号 )1 5 9 頁 、 岡 田 豊 基 「 現 代 保
険 法 」 （ 中 央 経 済 社 、 2 0 1 0 年 ) 2 8 6 頁 参 照 。
3 7 山 下 友 信 「 人 身 傷 害 補 償 保 険 の 保 険 給 付 と 請 求 権 代 位 」 （ 保 険 学 雑 誌 6 0 0 号 )1 3 3 頁 、 桃
崎 剛 「 人 身 傷 害 補 償 保 険 を め ぐ る 諸 問 題 一 東 京 地 判 平 成 1 9 年 2 月 2 2 日 を 契 機 と し て － 」
（ 判 タ 1 2 3 6 号 )7 1 頁 、 藩 阿 憲 「 保 険 法 概 説 」 （ 中 央 経 済 社 、 2 0 1 0 年 )1 5 0 頁 、 藩 阿 憲 「 人
身 傷 害 補 償 保 険 に お け る 請 求 権 代 位 の 範 囲 」 ( N B L 8 9 8 号 )4 7 頁 参 照 。
: 鴎 佐 野 誠 「 人 身 傷 害 補 償 保 険 に お け る 損 害 把 握 一 訴 訟 基 準 と 人 傷 基 準 の 乖 離 問 題 一 」 （ 損
害 保 険 研 究 7 1 巻 第 2 号 )l l 頁 参 照 。 学 説 に つ い て は 、 佐 野 の 分 類 に 拠 っ た 。 請 求 権 代
位 の 範 囲 に 関 す る 問 題 の 解 釈 を め く ・ っ て 、 学 説 上 の 争 い が 韮 本 的 に は 4 つ の 立 場 （ 絶
対 説 、 比 例 配 分 説 、 人 傷 基 準 差 額 説 、 訴 訟 基 準 差 額 説 ） が 認 め ら れ る が 、 新 保 険 法 に
お い て は 、 被 保 険 者 に 自 己 負 担 額 が 生 じ る 比 例 説 を 採 る 判 例 と 異 な り 、 被 保 険 者 に 最
も 有 利 な 差 額 説 を 採 用 し て い る 。 両 説 は 、 い ず れ も 「 差 額 説 」 と い う 観 点 で は 、 同 じ
で あ る が 、 支 払 い 保 険 金 と 損 害 賠 償 金 の 合 計 金 額 が ど の 雅 準 （ 人 傷 埜 準 、 訴 訟 基 準 ）
4 8 鹿 児 島 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 1 号 ( 2 0 1 8 年 1 0 月 ）
最 判 平 成 2 4 年 2 月 2 0 日 裁 判 所 時 報 1 5 5 0 号 2 頁 （ 以 下 、「 最 高 裁 平 成 2 4 年 2
月 判 決 ｣ ） は 、 保 険 法 施 行 （ 平 成 2 2 年 4 月 1 日 ） 前 に 発 生 し た 事 故 で あ り 、
同 法 の 適 用 を 受 け な い が 、 現 行 の 保 険 法 の も と で も 先 例 と し て の 意 義 を 有
し 、 「 保 険 代 位 の 範 囲 」 に つ い て 、 訴 訟 基 準 差 額 説 を 採 っ た 。
す な わ ち 、 そ の 後 の 最 判 平 成 2 4 年 5 月 2 9 日 判 時 2 1 5 5 号 1 0 9 頁 （ 以 下 、「 最 高
裁 平 成 2 4 年 5 月 判 決 ｣ ） に お い て も 、 最 高 裁 平 成 2 4 年 2 月 判 決 に 依 拠 し て 、
訴 訟 基 準 差 額 説 が 採 ら れ た 。
こ の 説 は 、 既 に 多 く の 学 説 の 支 持 を 得 て お り 3 9 ､ 被 害 者 （ 被 保 険 者 ） に と っ
て は 、 も っ と も 有 利 な 見 解 と い う こ と が で き る が 、 保 険 実 務 上 、 批 判 さ れ る
の 損 害 額 を 超 過 す る か と い う 点 で 相 違 す る 。
釣 村 田 敏 一 「 被 害 者 人 身 傷 害 補 償 保 険 契 約 に 基 づ き 保 険 金 の 支 払 い を 受 け た 後 に 加 害 者
に 対 す る 損 害 賠 償 請 求 訴 訟 を 提 起 し た 場 合 に お い て 、 保 険 者 の 代 位 取 得 す る 被 害 者 の
加 害 者 に 対 す る 損 害 賠 償 請 求 権 の 範 囲 」 （ 私 法 判 例 リ マ ー ク ス 3 6 号 )1 0 9 頁 参 照 。 村 田
は 訴 訟 実 務 上 の 観 点 に 加 え 、 被 害 者 救 済 の 観 点 か ら は 、 通 常 、 人 傷 基 準 額 を 上 回 る こ
と が 多 い も の と さ れ る 訴 訟 基 準 額 に 依 拠 す る こ と が 望 ま し い こ と 、 ま た 、 そ も そ も 一
度 、 訴 訟 の 場 に 立 ち 至 っ た 以 上 は 、 国 の 司 法 権 の 発 動 と し て 裁 判 所 が 認 定 す る 基 準 に
依 拠 す る こ と が 筋 と 考 え ら れ る こ と か ら 、 結 論 的 に は 訴 訟 基 準 説 が 妥 当 な も の と 評 価
さ れ る と す る 。 山 野 嘉 朗 「 交 通 事 故 の 加 害 者 が 被 害 者 に 賠 償 す べ き 人 的 損 害 の 額 の 算
定 に 当 た り 、 被 害 者 の 父 が 締 結 し て い た 自 動 車 保 険 契 約 の 人 身 傷 害 補 償 条 項 に 基 づ き
被 害 者 が 支 払 を 受 け た 保 険 金 の 額 を 控 除 し た 原 審 の 判 断 に 違 法 が あ る と さ れ た 事 例 」
（ 私 法 判 例 リ マ ー ク ス 4 0 号 )1 1 3 頁 参 照 。 山 野 は 、 訴 訟 基 準 と 人 傷 基 準 の い ず れ を 採 用
す る か に つ い て は 、 一 般 保 険 消 費 者 の 合 理 的 な 期 待 を 踏 ま え た 政 策 的 配 噸 が 必 要 と し 、
被 害 者 が 被 っ た 損 害 を 填 補 す る 人 身 傷 害 保 険 の 性 質 に 着 目 す れ ば 、 人 傷 基 準 が 正 当 と
し た 上 で 、 人 傷 基 準 と 訴 訟 基 準 の 乖 離 を 鑑 み る と 訴 訟 基 準 差 額 説 の 採 用 が 望 ま し い と
す る 。 出 口 正 義 「 自 動 車 保 険 契 約 の 人 身 傷 害 条 項 に 基 づ き 保 険 金 を 支 払 っ た 保 険 会 社
に よ る 損 害 金 元 本 に 対 す る 遅 延 損 害 金 の 支 払 請 求 権 の 代 位 取 得 の 有 無 等 」 （ 私 法 判 例 リ
マ ー ク ス 4 6 号 )1 2 0 頁 参 照 。 出 口 は 人 傷 基 準 損 害 額 と い う 約 款 全 体 の 体 系 的 な 基 本 要 素
お よ び 各 条 項 の 意 義 を 軽 視 な い し 無 視 す る 結 果 を も た ら し 実 務 に 混 乱 を も た ら す よ う
な 約 款 解 釈 は 強 引 の 感 を 否 め な い と し て も 、 人 傷 基 準 説 よ り も 多 い 裁 判 基 準 損 害 額 が
確 定 し て い る 場 合 に 、 保 険 金 請 求 権 者 に 対 し 人 傷 基 準 の 損 害 額 で 甘 ん じ る べ き で あ る
と い う の は 合 理 的 で 納 得 感 の あ る 解 決 と は な ら ず 、 平 均 的 保 険 契 約 者 の 理 解 に 沿 わ な
く 、 裁 判 基 準 損 害 額 を 確 保 で き る よ う に す べ き で あ る と い う 主 張 に は 説 得 力 が あ る と
す る 。
日 野 一 成 ： 自 損 耶 故 保 険 の 支 払 要 件 は こ の ま ま で よ い の か 4 9
べ き 一 面 を 有 し て い る 4 0 。
ま た 、 人 身 傷 害 保 険 の 給 付 は 、 「 損 害 の 填 補 」 と い う 性 質 か ら 、 そ の 控 除
に つ い て 「 損 益 相 殺 」 で は な < 4 ] 、 被 保 険 者 の 損 害 賠 償 請 求 権 の う ち 代 位 に
よ り 移 転 す る 部 分 が 保 険 者 に 移 転 す る 結 果 と し て 、 被 保 険 者 の 第 三 者 に 対 す
る 損 害 賠 償 請 求 権 が そ の 範 囲 で 縮 減 さ れ る と の 考 え 方 が 従 来 か ら の 判 例 ・ 学
説 の 立 場 で あ る 4 2 ． 最 高 裁 平 成 2 4 年 5 月 判 決 が 、 訴 訟 基 準 差 額 説 を 採 っ た 結
果 、 人 身 傷 害 保 険 の 約 款 に 規 定 の な い な い 範 囲 ま で 、 人 身 傷 害 保 険 会 社 に 支
ｲ o 坂 東 司 朗 「 人 身 傷 害 補 償 保 険 に お い て 請 求 権 代 位 に よ り 保 険 者 の 取 得 す る 権 利 の 範 囲 」
（ 損 害 保 険 研 究 第 7 0 巻 3 号 ）1 5 8 頁 参 照 。 坂 東 は 、 訴 訟 基 準 差 額 説 に よ る と 、 人 傷 保 険
金 を 支 払 っ た 保 険 会 社 は 、 損 害 賠 償 訴 訟 が 終 了 す る ま で 代 位 請 求 額 を 確 定 で き な い と
指 摘 し て い る 。 肥 塚 肇 雄 「 人 傷 引 受 保 険 会 社 の 請 求 権 代 位 の 範 囲 お よ び 人 身 傷 害 条 項
と 無 保 険 車 傷 害 条 項 の 調 整 規 定 」 （ 損 害 保 険 研 究 第 7 4 巻 第 2 号 )1 5 9 頁 参 照 。 肥 塚 は 、
保 険 会 社 よ り 被 保 険 者 等 を 手 厚 く 保 護 す べ き で あ る と い う 政 策 的 判 断 に し た が え ば 、
人 傷 基 準 差 額 説 と 比 べ れ ば 訴 訟 基 準 差 額 説 の 方 が 、 被 保 険 者 が 取 得 し う る 送 金 額 が 大
き く な る の が 通 例 で あ る こ と 、 損 害 額 の 算 定 の 事 情 か ら 、 訴 訟 基 準 説 が 妥 当 で あ る と
し た 上 で 、 訴 訟 基 準 説 を 4 点 か ら 批 判 し て い る 。 す な わ ち 、 ① 賠 償 金 と 人 傷 の 支 払 い
の 先 後 に よ り 被 保 険 者 の 回 収 額 に 不 均 衡 が 生 じ る 、 ま た 責 任 訴 訟 が 終 了 す る ま で 代 位
識 求 額 が 確 定 さ れ な い 、 ② 保 険 会 社 が 寅 任 訴 訟 に 補 助 参 加 し よ う と し た 時 、 被 保 険 者
（ 原 告 ) 、 賠 償 義 務 者 （ 被 告 ） の い ず れ 側 に 補 助 参 加 す べ き か 一 義 的 に は 決 め ら れ な い 、
③ 保 険 フ ァ ン ド と の 視 点 か ら 訴 訟 基 準 の 基 づ く 損 害 額 は 契 約 の 内 容 に な っ て い な い 、
④ 訴 訟 に 移 行 し た ほ う が 、 被 保 険 者 等 の 回 収 額 の 点 で 有 利 に な る の で 、 訴 訟 を 誘 発 す
る 。
柵 伊 藤 高 義 「 損 益 相 殺 」 山 田 卓 生 「 新 ・ 現 代 損 害 賠 償 法 講 座 6 損 害 と 保 険 」 （ 日 本 評 論 、
2 ㈹ 3 年 ） 2 5 5 頁 参 照 。 伊 藤 は 、 代 位 は 第 三 者 が 損 害 賠 償 請 求 権 を 代 位 取 得 し て 求 償 す る
範 囲 で 被 害 者 の 損 害 賠 償 請 求 権 の 縮 減 を 生 ず る 点 で 、 損 益 相 殺 と 同 一 の 機 能 を も ち 、
代 位 は 損 益 相 殺 の 変 態 だ と 言 わ れ る （ 四 宮 和 夫 『 事 務 管 理 ・ 不 当 利 得 ・ 不 法 行 為 」 （ 青
林 諜 院 、 1 9 8 5 年 )6 0 3 頁 ) 、と す る 。 ま た 、 蝦 近 で は 制 度 と し て 別 個 で あ る が 、 被 諜 者
の 二 通 利 得 を 避 け る た め の も の で あ る 点 で ほ ぼ 同 じ で あ り 、 で き る だ け 統 一 的 な 処 理
を 目 指 す べ き も の （ 水 野 有 子 「 損 害 賠 償 に お け る 第 3 者 か ら の 給 付 を 原 因 と す る 控 除 」
（ 判 タ 8 6 5 号 5 頁 ) 、と す る 。 窪 田 充 見 「 不 法 行 為 法 」 （ 有 斐 閣 、 2 ㈹ 7 年 ） 3 7 8 頁 参 照 。 窪
田 は 、 損 害 賠 償 請 求 権 が 保 険 者 に 移 転 す る 範 囲 で 被 保 険 者 の 加 害 者 に 対 す る 損 害 賠 償
の 範 囲 は 縮 減 し 、 そ の こ と は 損 益 相 殺 と い う よ り 、 端 的 に 損 害 が 填 補 さ れ た と 説 明 す
れ ば よ い 、 と す る 。
ｲ 2 山 下 友 信 「 保 険 法 」 （ 有 斐 閣 ､ 2 0 1 0 年 ) 5 6 3 頁 参 照 。 中 元 啓 司 「 火 災 保 険 金 と 損 益 相 殺 」 （ 別
冊 ジ ユ リ ス N o . 2 0 2 )5 頁 参 照 。
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払 責 任 を 負 わ せ て お り 、 そ の 二 次 的 対 応 と し て 、 各 社 は 、 約 款 改 定 を 余 儀 な
く さ れ て い る 。
② 考 察
こ の 問 題 は 、 も っ と 簡 便 に 解 決 さ れ る 方 法 が あ っ た は ず で あ る 。 す な わ ち 、
先 行 払 い さ れ た 人 身 傷 害 保 険 金 が い わ ゆ る 「 損 益 相 殺 」 の 対 象 と な ら な い と
す る の が 、 通 説 の 立 場 で あ る 。 し か し 、 そ れ を 「 損 益 相 殺 」 と 呼 ぶ か ど う か
は 別 と し て 、 損 害 額 か ら 同 保 険 金 を 控 除 す る こ と は 、 当 然 の 帰 結 と も 考 え ら
れ る 4 3 ． 私 見 で は 、 人 傷 保 険 金 を 「 損 益 相 殺 的 控 除 」 の 対 象 と し て 4 4 、 保 険 会
? ?? ?
窪 田 充 見 「 不 法 行 為 法 』 （ 有 斐 閣 、 2 0 0 7 年 )3 7 8 頁 参 照 。
最 判 平 成 元 年 1 月 1 9 日 判 時 1 3 0 2 号 1 4 4 頁 は 、 交 通 事 故 の 被 害 者 が 所 得 補 俄 保 険 か ら 保 険
金 を 給 付 さ れ て い た と こ ろ 、 加 害 者 の 損 害 賠 償 額 か ら 控 除 す る か 否 か が 争 わ れ た 事 案
に 対 し て 、 「 本 件 所 得 補 償 保 険 は 、 被 保 険 者 の 傷 害 又 は 疾 病 そ の も の で は な く 、 被 保 険
者 の 傷 害 又 は 疾 病 の た め に 発 生 し た 就 業 不 能 と い う 保 険 事 故 に よ り 被 っ た 実 際 の 損 害
を 保 険 証 券 記 載 の 金 額 を 限 度 と し て 填 補 す る こ と を 目 的 と し た 損 害 保 険 の 一 種 と い う
べ き で あ り 、 被 保 険 者 が 第 3 者 の 不 法 行 為 に よ っ て 傷 害 を 被 り 就 業 不 能 と な っ た 場 合
に お い て 、 所 得 補 償 保 険 金 を 支 払 っ た 保 険 者 は 、 商 法 6 6 2 条 1 項 の 規 定 に よ り 、 そ の 支
払 っ た 保 険 金 の 限 度 に お い て 被 保 険 者 が 第 3 者 に 対 し て 有 す る 休 業 損 害 の 賠 償 請 求 権
を 取 得 す る 結 果 、 被 保 険 者 は 保 険 者 か ら 支 払 を 受 け た 保 険 金 の 限 度 で 右 損 害 賠 償 請 求
権 を 喪 失 す る も の と 解 す る の が 相 当 で あ る 」 と し て 、 実 質 的 に 所 得 補 償 保 険 金 の 控 除
を 認 め て い る 。 こ の 点 、 人 身 傷 害 補 俄 保 険 は 、 約 款 上 、 代 位 の 規 定 も あ り 、 所 得 補 償
保 険 よ り も さ ら に 損 害 の 填 補 性 が 高 い 保 険 で あ り 、 損 益 相 殺 と 呼 ぶ か ど う か は 別 と し
て 、 損 害 か ら 「 控 除 」 さ れ る べ き も の と 考 え ら れ る 。 ま た 、 人 身 傷 害 補 償 保 険 が 開 発
さ れ る 以 前 か ら の 近 似 す る 保 険 と し て 、 無 保 険 車 傷 害 保 険 が あ る が 、 大 阪 地 判 昭 和 5 9
年 2 月 2 8 日 交 民 集 1 7 巻 1 号 2 4 4 頁 は 、「 参 加 人 が 原 告 に 対 し 、 昭 和 5 7 年 2 月 3 0 日 、 本 件
事 故 に よ る 損 害 の 填 補 と し て 、 参 加 人 と 訴 外 A 工 業 所 と の 間 の 、 い わ ゆ る 無 保 険 車 傷
害 条 項 つ き の 自 動 車 保 険 契 約 に 基 づ き 、 保 険 金 と し て 2 2 m 万 円 を 支 払 っ た こ と は 、 後
記 第 二 （ 参 加 請 求 に つ い て ） の 二 （ た だ し 「 証 拠 は な い 」 ま で ） に お い て 認 定 す る と
お り で あ る 。 し た が っ て 、 原 告 の 被 告 に 対 す る 根 害 賠 償 請 求 権 に お い て 、 過 失 相 殺 後
の 損 害 額 か ら 控 除 さ れ る べ き 損 益 相 殺 の 額 は 、 4 1 8 5 万 7 6 8 7 円 と な る 」 と 判 示 し て 、 無
保 険 車 傷 害 保 険 の 損 益 相 殺 を 認 め て い る 。 参 加 請 求 の 保 険 会 社 に 対 し て は 、 「 原 告 の 被
告 に 対 す る 本 件 事 故 に 基 づ く 損 害 賠 償 債 権 は 、 右 認 定 の 保 険 金 支 払 日 で あ る 昭 和 5 7 年
1 1 月 3 0 日 に 、 商 法 6 6 2 条 （ 保 険 代 位 ） に 基 づ き 、 右 認 定 の 支 払 額 2 2 0 0 万 円 を 限 度 と し て 、
原 告 か ら 参 加 人 に 移 転 し た こ と が 認 め ら れ る 」 と 判 示 し て い る 。
日 野 一 成 ： 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 は こ の ま ま で よ い の か 5 1
社 の 代 位 の 範 囲 を 人 傷 基 準 差 額 説 に 立 て ば 、 被 害 者 （ 被 保 険 者 ） は 、 訴 訟 基
準 で の 算 定 に よ る 補 償 を 受 け ら れ な い と し て も 、 人 傷 基 準 に よ り 算 定 さ れ る
補 償 が 受 け ら れ 、 人 傷 保 険 金 の 受 領 の 先 後 に 関 わ ら ず 、 速 や か に 同 額 の 補 償
が 受 け ら れ 、 保 険 会 社 の 代 位 求 償 も ス ム ー ス に 行 い 得 る の で あ る 4 5 ．
こ れ に 対 し 、 人 身 傷 害 保 険 に 関 し 、 約 款 の 規 定 を 超 え た 損 害 の 認 定 を 裁 判
所 が 行 う こ と が 果 た し て 妥 当 と い え る の で あ ろ う か 。 そ の こ と が 、 結 果 と し
て 訴 訟 社 会 を 生 み 出 し 、 「 訴 訟 を し た 方 が 得 」 と の 思 想 を 助 長 す る こ と に 繋
が り 、 弁 護 士 特 約 の 普 及 も あ り 、 訴 外 に お け る 迅 速 な 補 償 の 効 用 を も 損 な わ
れ る も の と 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 最 高 裁 が 被 保 険 者 の 「 合 理 的 期 待 ｣ 、 す な わ ち 、 「 被 害 者 保
護 的 考 慮 」 の 観 点 か ら 、 人 身 傷 害 保 険 の 約 款 を 破 る 判 断 を し た 点 は 、 注 目 に
値 す る 。
( 4 ) 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 緩 和 の 提 言
自 損 事 故 保 険 は も と も と 自 賠 責 保 険 審 議 会 で 、 自 賠 責 保 険 の あ り 方 と し
て 、 自 損 事 故 を 含 め る か 否 か が 議 論 さ れ 、 そ れ を 受 け て 保 険 審 議 会 答 申 に よ
り 、 対 人 賠 償 保 険 に 自 動 付 帯 さ せ る 形 で 決 着 し 、 創 設 さ れ た も の で あ る 。 こ
れ は 、 自 損 事 故 の 被 害 者 を 保 護 ・ 救 済 す る 目 的 で あ っ た こ と に 他 な ら な い と
考 え ら れ る 。
裁 判 所 が 被 害 者 の 加 害 者 側 に 対 す る 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 を 認 め な が ら 、 一
方 で 、 支 払 基 準 の 重 過 失 減 額 制 度 を 無 視 し て 、 大 き な 過 失 相 殺 率 を 適 用 し 、
' 5 例 え ば 、 死 亡 被 害 者 の 訴 訟 基 準 で の 損 害 額 を ’ 億 円 、 人 傷 基 準 8 0 ㈹ 万 円 、 被 害 者 過 失
を 2 0 ％ と し た 場 合 を 検 討 す る 。 ① 人 傷 保 険 金 を 先 行 受 領 し た 場 合 。 加 害 者 側 の 賠 償 額
は 、 ( 1 億 円 - 8 0 0 0 万 円 ) × ( 1 - 0 2 ) = 1 6 0 0 万 円 と な る 。 こ れ に よ り 、 被 害 者 （ 被 保 険 者 ）
は 、 合 計 ､ 9 6 0 0 万 円 の 補 俄 が 受 け ら れ る 。 保 険 会 社 の 代 位 求 償 額 は ､O O O 万 円 × ( 1 - 0 . 2 )
＝ 6 4 0 0 万 円 と な る 。 ② 損 害 賠 償 先 行 の 場 合 。 加 害 者 側 の 賠 償 額 は 、1 億 円 × ( 1 - 0 . 2 ) =
8 0 0 0 万 円 、 人 傷 保 険 金 は 、( 1 億 円 - 8 0 0 0 万 円 ) × ( 1 - 0 . 2 ) = 1 6 0 0 万 円 と な る 。 こ れ に よ
り 、 被 害 者 は 合 計 で 、 9 6 0 0 万 円 の 補 償 が 受 領 で き る 。 保 険 会 社 の 代 位 求 償 は な い 。 ①
の 場 合 と 、 人 傷 保 険 金 は 同 一 と な る 。
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被 害 者 保 護 を 図 ら な い の は 極 め て 問 題 で あ る 。 し か し 、 こ れ を 司 法 の 判 断 や
行 政 の 不 作 為 と し て 手 を こ ま ね い て い る 訳 に も い か な い の で は な い だ ろ う か 。
す な わ ち 、 自 損 事 故 保 険 の 被 保 険 者 が 被 保 険 自 動 車 の 運 行 に 起 因 し て 死 亡
し た 場 合 、 相 手 自 動 車 の 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 の 発 生 の 有 無 が 微 妙 な ケ ー ス で
あ っ た 場 合 、 訴 外 で は 、 通 常 、 保 険 会 社 か 自 損 事 故 保 険 会 社 の い ず れ か か ら 、
通 常 は 1 5 0 0 万 円 の 損 害 賠 償 額 や 保 険 金 の 支 払 を う け ら れ る は ず で あ る 。 こ れ
に 対 し 、 下 回 り 判 決 の 結 果 、 保 険 会 社 が 1 5 0 0 万 円 を 下 回 っ て 損 害 賠 償 額 を 支
払 う こ と を 是 認 す る と い う の で あ れ ば 、 自 損 事 故 保 険 の 死 亡 保 険 金 額 1 5 0 0 万
円 と 保 険 会 社 の 損 害 賠 償 額 の 支 払 の 差 額 は 、 自 損 事 故 保 険 金 で 支 払 わ れ る べ
き で あ る 。
こ の 点 ､ 約 款 が 「 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 が 発 生 し な い 場 合 」 と の 文 言 に よ り 、
運 用 が 困 難 と い う の で あ れ ば 、 次 の よ う に 約 款 の 文 言 を 改 定 （ 付 加 ） し 、 支
払 要 件 を 緩 和 す べ き で あ る 。 す な わ ち 、 「 た だ し 、 被 保 険 者 が 同 法 1 6 条 1 項
の 請 求 権 を 行 使 し 、 同 法 3 条 の 損 害 賠 償 請 求 権 が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、
当 該 保 険 会 社 ま た は 共 済 組 合 の 損 害 賠 償 額 の 支 払 い が 訴 訟 上 、 本 保 険 金 額 を
下 回 っ た 場 合 、 そ の 差 額 を こ の 自 損 事 故 条 項 お よ び 基 本 条 項 に よ り 支 払 い ま
す 」 等 で あ る 。
前 述 し た よ う に 、 最 高 裁 が 人 身 傷 害 保 険 の 約 款 を 超 越 し て 、 人 身 傷 害 保 険
の 保 険 会 社 に 過 分 な 分 担 を 求 め た 事 例 も 認 め ら れ る 。 そ の 理 由 は 、 被 保 険 者
の 「 合 理 的 期 待 」 の 要 素 が 大 き い と 考 え ら れ る 。 こ れ は 、 「 被 害 者 保 護 」 の
観 点 か ら 導 き 出 さ れ た も の と 言 っ て も 過 言 で は な い な い だ ろ う 。
本 問 題 は 、 最 高 裁 の 支 払 基 準 の 非 拘 束 性 の 主 張 の 結 果 、 発 生 し て い る 問 題
で あ る 4 6 . し か も 、 人 身 傷 害 保 険 の よ う に 補 償 が 十 分 に 認 容 さ れ る よ う な 問
1 6 支 払 基 準 の 「 減 額 」 規 定 と し て 、 「 亜 大 な 過 失 に よ る 減 額 」 以 外 に 、 「 受 傷 と 死 亡 又 は
後 遺 障 害 と の 間 の 因 果 関 係 の 有 無 の 判 断 が 困 難 な 場 合 の 減 額 」 が あ る 。 こ れ は 、 「 被 害
者 が 既 往 症 等 を 有 し て い た た め 、 死 因 又 は 後 遺 障 害 発 生 原 因 が 明 ら か で な い 場 合 等 受
傷 と 死 亡 と の 間 及 び 受 傷 と 後 遺 障 害 と の 間 の 因 果 関 係 の 有 無 の 判 断 が 困 難 な 場 合 は 、
死 亡 に よ る 損 害 及 び 後 遺 障 害 に よ る 損 害 に つ い て 、 積 算 し た 損 害 額 が 保 険 金 額 に 満 た
日 野 一 成 ： 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 は こ の ま ま で よ い の か 5 3
題 で は な く 、 保 険 会 計 上 の 問 題 が あ る に せ よ 、 自 賠 責 と 自 損 事 故 保 険 に よ る
基 本 補 償 の 負 担 に 関 わ る 問 題 で あ り 、 自 損 事 故 保 険 の 支 払 要 件 の 改 定 が 望 ま
れ る 。
4 ． お わ り に
最 高 裁 の 「 支 払 基 準 」 に 対 す る 態 度 に つ い て 確 認 し て お き た い 。 最 高 裁 は 、
保 険 法 施 行 後 に 最 高 裁 平 成 2 4 年 2 月 判 決 に 依 拠 し て 、 最 高 裁 平 成 2 4 年 5 月 判
決 に お い て 、 人 身 傷 害 保 険 の 保 険 代 位 の 範 囲 に つ い て 、 訴 訟 基 準 差 額 説 を 採
用 し て 、 そ の 理 由 を 被 害 者 （ 被 保 険 者 ） の 「 合 理 的 期 待 」 と い う 文 言 を 使 用
し て 、 「 被 害 者 保 護 」 と い う 観 点 を 明 示 し た も の と 考 え ら れ る 。
し か し な が ら 、 最 高 裁 平 成 2 4 年 判 決 が 最 高 裁 平 成 1 8 年 判 決 に 依 拠 し 、「 裁
判 所 は 支 払 基 準 に 拘 束 さ れ な い 」 と し て 、 支 払 基 準 が 過 失 相 殺 を 行 わ ず ､ 「 重
過 失 減 額 」 と い う 被 害 者 保 護 の た め の 運 用 を 行 っ て い る に も か か わ ら ず ､ 「 訴
訟 基 準 」 を 採 用 し て 、 過 失 相 殺 を 行 う こ と で 、 下 級 審 で は 、 当 た り 前 の よ う
に 、 下 回 り 判 決 を 行 い 、 「 被 害 者 保 護 」 と い う 観 点 に 倖 る 問 題 が 生 じ て い る 。
こ の 事 実 を も っ て す れ ば 、 裁 判 所 が 、 「 被 害 者 保 護 」 と い う よ り も 、 支 払
基 準 や 人 身 傷 害 保 険 基 準 に 拘 束 さ れ ず に 、 あ く ま で 、 「 訴 訟 基 準 」 に よ る 算
定 に 固 執 し て い る と い う 側 面 が 浮 上 し て く る 。
た と え ば 、 最 高 裁 平 成 2 4 年 5 月 判 決 の 補 足 意 見 の よ う に 、 約 款 ど お り に 、
人 傷 基 準 差 額 説 を と れ ば 、 問 題 が 生 じ な い に も か か わ ら ず 、 私 人 間 の 保 険 契
約 と い う 私 的 自 治 の 原 則 を 破 っ て で も 、 訴 訟 基 準 の 正 当 性 を 主 張 す る 態 度 に
そ れ が 現 れ て い る の で あ る 。
現 在 、 任 意 保 険 会 社 は 最 高 裁 平 成 2 4 年 5 月 判 決 を 受 け て 、 人 身 傷 害 補 償 保
険 の 約 款 改 定 を 余 儀 な く さ れ 、 結 果 と し て 訴 外 と 訴 訟 で の 二 重 の 支 払 基 準 を
な い 場 合 に は 積 算 し た 損 害 額 か ら 、 保 険 金 額 以 上 と な る 場 合 に は 保 険 金 額 か ら 5 割 の
減 額 を 行 う 」 と す る も の で あ る が 、 自 賠 法 3 条 の 請 求 権 に か か わ る 問 題 で は な い こ と
か ら 、 当 然 な が ら 、 本 稿 で 考 察 す る 問 題 に 射 程 し な い 。
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採 っ て い る 。
そ う す る と 、 私 見 で は 、 訴 訟 に お け る 支 払 基 準 下 回 り 判 決 に は 反 対 で あ る
が 、 そ の よ う な 判 決 が 行 わ れ る こ と が 是 認 さ れ る の で あ れ ば 、 そ の 被 害 者 に
つ い て は 、 自 損 事 故 保 険 の 自 賠 責 の 補 完 的 役 割 の 観 点 か ら も 、 約 款 を 改 定 し 、
支 払 要 件 の 緩 和 を 行 う こ と で 保 護 ・ 救 済 を 図 る べ き と 考 え ら れ る 。
( 筆 者 は 鹿 児 島 国 際 大 学 経 済 学 部 准 教 授 ）
